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概要　本報告は筆者が2013年から2015年にかけて関わった、東京都杉並区立杉並第一小学校の創立140周年
記念式典に向けた音楽プロジェクトについて、その取り組みと成果を記述するものである。記念式典には音
楽は不可欠であるとし、3年間を費やして音楽教育に力を注いだ。
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１．はじめに
　筆者は2013年より文化庁事業「次代を担う子ども
の文化芸術体験事業」「文化芸術による子供の育成
事業」の芸術家として、全国各地の小中学校で音楽
芸術鑑賞の演奏会「Dr.りえのおしゃれなクラシッ
ク」を開催し、そのご縁で数多くの小学校の周年行
事に関わってきた。本報告では東京都杉並区立杉並
第一小学校の創立140周年記念事業に関する音楽活
動について、３年に渡るその取り組みをまとめる。
　杉並第一小学校は明治８年に創立し、昭和27年11
月に新校歌が制定された。そして平成27年（2015年）
に創立140周年を迎えた。11月に記念式典を開催す
るために、筆者は2013年から3年に渡ってその音楽
プロジェクトに関わり、集大成として、2015年11月
2日の「創立140周年記念児童集会・音楽会」を杉並
公会堂で開催した。
　筆者は2013年、2014年、2015年と3年に渡って文
化庁事業にて杉並第一小学校を訪問し、「Dr.りえの
おしゃれなクラシック」を開催し、ピアノや声楽の
生演奏による音楽鑑賞コンサートを行った。創立記
念式典という大きな行事に向けて、「聴くことの大
切さ」を音楽鑑賞を通して指導を行い、3年間で大
きな成果を得た。

２．2013年度の取り組み
（１）校歌の復元プロジェクト
　2013年度、筆者は文化庁「次代を担う子どもの文
化芸術体験事業」芸術家の派遣事業として、7月18
日に全校児童と保護者、地域を対象に「Dr.りえの
おしゃれなクラシック」を開催することとなった。
　杉並第一小学校の校歌は筆者の祖父、平井康三郎
が作曲していることから、全校児童への校歌指導も
プログラムの中に組み込むこととなった。そこで小
学校から校歌の楽譜を郵送してもらったところ、祖
父の作曲したメロディーに、全く作風の異なるポッ
プス調で難解なピアノ伴奏がつけられ、編曲者の名
前が記載された楽譜が送られてきた。平井康三郎の
校歌の作風は、子供にとって歌いやすく、わかりや
すく演奏しやすい伴奏となっている。しかし、編曲
されたピアノ伴奏は、音楽的内容として最も重要な
和声進行、拍子、リズムなどが無断で変更され、お
こがましくも作曲平井康三郎の下に編曲×××子と
印刷されていた。
　筆者は作曲者の子孫として、作曲者の意図するも
のではない校歌が今後歌い継がれていくことに非常
な危機感を覚え、校歌に関する調査を依頼した。大
抵の学校には校歌の作曲者による自筆譜が現存し、
校長室に額入りで飾られている。しかし、杉並第一
小学校には存在していないことがわかった。また、
編曲者に関する情報は、数代前の音楽担当教員であ
ることが明らかになった。おそらくその際の管理職
の認識不足がこのような結果をまねいたのであろう。
そして、校歌に関する楽譜は、ブラスバンド用の編



－ 228 －

曲楽譜が存在し、現在も演奏されていることが明ら
かになった。杉並第一小学校のブラスバンド「ジュ
ニアバンド」は行事や式典の度に校歌を演奏する役
目を担っており、ブラスバンド伴奏と、ピアノ伴奏
の時の曲調が全く異なっていた。特に前奏や後奏な
どが大幅に異なっていたため、「妙なことだ」「おか
しいのではないか」という声も寄せられていた。
　学校側としても創立140周年に向けて、その問題
を解決し、正しいピアノ伴奏による校歌を復元した
いとの要望を受けた。
　そこで筆者は作曲者の次男で校歌作曲当時を知る
父、平井丈二郎に校歌の復元を依頼した。その結果、
ブラスバンドが演奏していた楽譜が作曲者オリジナ
ルの校歌を基に編曲したものであることが明らかに
なり、拍子等の問題も解決することとなり、平井丈
二郎の手によって、校歌が制定当時の伴奏に復元さ
れた。7月の演奏会で校歌の復元を学校長　鈴木知
徳先生から全校児童と保護者、地域の方々に発表し、
筆者の独唱によりお披露目することとなった。
　全校で歌い出しのタイミングなどを覚えた後、発
声のポイントなどを交えながら歌唱指導を行った。
子供たちも保護者も復元された校歌の伴奏のほうが
歌いやすいと喜び、これまでより大きな声で歌える
ようになった。学校の歴史に関する学びとして、筆
者が祖父　平井康三郎から伝えられた校歌制定の経
緯や楽曲への思い入れなどの話もしたため、子供た
ちは校歌への愛着が深まったとの感想が寄せられた。
　この校歌復元プロジェクトは杉並第一小学校の学
校運営協議会でも報告された。
　校歌が長い年月を経るうちに変化し、作曲者が意
図しない勝手なアレンジを加えられる場合は殊のほ
か多い。しかし校歌は作詞者と作曲者がその学校へ
の思いを込めて制作したものであるため、作曲者以
外の者の一存や個人的な思惑で編曲することは、著
作権侵害のみならず音楽家の倫理として行ってはな
らないと筆者は考えている。
（２）良く聴けるようになるための音楽鑑賞教育
　2013年度の杉並第一小学校では、まず生演奏によ
るクラシック音楽を耳で良く聴くということに重点
をおいて、「Dr.りえのおしゃれなクラシック」のプ
ログラムを構成した。演奏に当たっては「聴くポイ
ント」を明確にし、さらに各楽曲を比較することで、
より興味を引き出し、それぞれの良さを理解できる
よう、工夫した。その結果、全校児童が1時間30分

のプログラムを静かにそして楽しく鑑賞することが
できた。

３．2014年度の取り組み
　2014年度は文化庁「文化芸術による子供の育成事
業」の芸術家派遣事業として5月29日、6月12日の2
日間の日程で音楽鑑賞を行った。2014年度は発達段
階に合わせた音楽鑑賞をテーマとし、低学年と高学
年に分けて、異なるプログラムで「Dr.りえのおしゃ
れなクラシック」を実施した。
（１）低学年のための音楽鑑賞
　ここでは低学年が楽しく音楽を聴き、より音楽に
対して積極的な参加を促すことをポイントとし、プ
ログラムの半分を歌唱指導に当てた。ピアノ演奏は
標題音楽とし、情景を想像しながらの鑑賞活動を主
体とした。歌唱は、筆者による日本語の歌を聴いて、
歌詞の内容をクイズ形式で答えさせるという方式を
用いたため、静かに楽曲を聴く態度が養われた。
　さらに校歌の歌唱指導も行い、最も盛り上がる箇
所の発声を、筆者の歌声を模倣する方式にて伝授し、
声量が格段に大きくなる成果を得た。
（２）高学年のための音楽鑑賞
　高学年は140周年に向けて、歴史や伝統への音楽
的な学びを鑑賞ポイントとした。ピアノ演奏ではお
よそ100年前に作曲されたスペインやフランスの作
品を取り上げ、印象主義的な絵画との関連とピアノ
の響きについて、各自の耳でよく聴き想像すること
に重点を置いた。歌唱では、児童の祖父母世代が使
用していた小学校音楽の教科書から校歌作曲者であ
る平井康三郎による歌唱教材を取り上げ、日本の音
楽教科書の発展と母校の校歌についての学びを取り
入れた。

４．2015年度の取り組み
（１）創立140周年お祝いの歌
　2015年11月の杉並第一小学校の創立140周年記念
事業に向けて、同年4月に学校長である鈴木知徳先
生と筆者が相談の結果、学校長作詞、平井李枝作曲
によるお祝いの歌を制作することになった。題名は
全校で考えたスローガン「輝く未来へ　はばたけ杉
一」とし、小学校の愛称である「杉一」を主体とし
た。歌詞には学校の歴史や理念、そして地域運営学
校「コミュニティー・スクール」として地域と一体
となった学校づくりを象徴するような歌詞が5月に
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出来上がった。
　作曲においては2013年から3年に渡り杉並第一小
学校で音楽鑑賞演奏会を開催し歌唱指導を行ってい
ることから、子供たちの音域に合わせたメロディー
を作曲した。そして歌詞の内容を反映し、明るく楽
しい曲調とし、後半は高学年の美しい歌声を生かせ
るよう、2部合唱とした。また伴奏は、各クラスで練
習に取り組めるよう、子供でも演奏しやすいものと
した。そして6月の文化庁事業「文化芸術による子供
の育成事業」「Dr.りえのおしゃれなクラシック」に
おいて140周年お祝いの歌のお披露目を筆者と副校
長　新井雅晶先生の二重唱で行った。演奏会では範
唱に引き続き、歌唱することを何度も繰り返し、お
よそ1時間で全校の子供たちが歌えるようになった。

杉並第一小学校創立140周年お祝いの歌
「輝く未来へ　はばたけ杉一」

　　　　　　　　　　作詞　鈴木知徳（学校長）
　　　　　　　　　　作曲　平井李枝　
１　地域とともに　輝く杉一
　　元気いっぱい　笑顔いっぱい
　　われらが母校　杉並第一小学校
　　輝く未来へ　はばたけ杉一
　　創立１４０周年　おめでとう

２　杉一小の　歴史と伝統
　　わたしたちが　引き継ぎます
　　輝く未来　杉並第一小学校
　　輝く未来へ　はばたけ杉一
　　創立１４０周年　おめでとう

（２）低学年のための音楽鑑賞
　2015年度は低学年のための音楽鑑賞「Dr.りえの
おしゃれなクラシック」を140周年記念式典に先駆
けて、6月と10月の2回開催した。これは低学年が
記念式典に向けて、元気な合唱を披露できるように
という歌唱指導の目的と、静かに音楽を聴く練習を
積み重ねることで、式典でも静粛な態度を維持でき
るという2つの効果を期待する意味もあった。
　6月のコンサートでは、美しい歌声で歌うことを
ポイントとし、筆者によるカッチーニ作曲《アベ・
マリア》を模倣する方式で、高い音域での発声指導
を行った。低学年は鑑賞と歌唱を交互に配置するこ
とで、より積極的に楽曲の世界観を体感できる。
　10月は記念式典での「聴く態度」を養うため、リ
ストやショパンの有名なピアノ作品を取り上げると
同時に、子供たちからの要望により、ベートーヴェ
ンの作品もプログラムに配置した。ベートーヴェン
は筆者がデスマスクを持参したため、初めて見る立
体のベートーヴェンの顔の大きさに驚いたり、鼻の
高さを確認したりしながら、とても興味を持って鑑
賞することができた。デスマスクにより、子供たち
にとっての昔の大作曲家が実態ある人物像としてと
られられるようになった。
（３）高学年のための音楽鑑賞
　2015年度は高学年のための「Dr.りえのおしゃれな
クラシック」を記念式典以前に1回、6月に行った。こ
こでは記念式典に向けた歌唱指導を主体とし、筆者
の範唱を模倣する形式により、美しい響きによる合唱

楽譜　「輝く未来へ　はばたけ杉一」
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を目指した。ピアノの鑑賞教材としては超絶技巧のピ
アノ曲を取り上げ、ピアノの音域を最大限に活用する
ラテン音楽を演奏した。歌唱指導は筆者とともにカッ
チーニ作曲《アベ・マリア》を歌い、高音域の発声
を強化した。さらに異なる2つの旋律を同時に演奏す
ることで生まれる響きの美しさを体感し、合唱として
のバランスを耳で良く聴き調整する力を身に付けた。

（４）杉一ジュニアバンドとの共演計画
　創立140周年記念音楽会・児童集会に向けて、学校
のジュニアバンドと筆者との共演を計画した。ジュ
ニアバンドは2015年東日本学校吹奏楽大会で金賞を
受賞するなど、全国有数の実力を有している。2014
年ごろから共演の計画が持ち上がり、2014年度の「Dr.
りえのおしゃれなクラシック」では高学年対象のコ
ンサートの後半で、筆者の独唱とジュニアバンドの
共演によりアニメ「となりのトトロ」より《さんぽ》
と《杉並第一小学校校歌》を披露した。この共演を
経て、2015年11月の記念音楽会ではさらに高度な楽
曲をということとなった。ジュニアバンドの編成など
を考慮し、ジャズから《スワニー河》となった。
（５）創立140周年記念事業
　創立140周年記念式典に向けた3年間の音楽プロ
ジェクトの結果、子供たちは音楽を楽しんで聴く力
を身に付け、歌唱や合奏の音楽活動に積極的に取り
組んだ。子供たちの音楽的成長は素晴らしいもので
あったため、本来であれば記念式典で合唱をするの
みの予定が変更となり、子供たちの音楽活動の成果
を発揮する舞台として、記念式典の数日前に「創立
140周年記念児童集会・音楽会」を杉並公会堂大ホー
ルで開催することとなった。
　筆者は第1部で子供たちに向けた音楽鑑賞コン
サートを行い、第2部でジュニアバンドとの共演を

行った。第3部はジュニアバンドの伴奏による低学
年、高学年の合唱となった。この音楽会の模様は地
元ケーブルテレビでも放映され、大成功をおさめた。

（６）杉並区立杉並第一小学校
　　　創立140周年記念児童集会　音楽会
　　　　　2015年11月2日　杉並公会堂大ホール
　　　　　　　プログラム
◆第１部　「Dr．りえの杉一スペシャルコンサート」
　創立140周年お祝いの歌「輝く未来へ　はばたけ
杉一」／エル・ペレレ／平城山／ゆりかご／ふるさ
との／びわの実／喜びの島
◆第２部　ジュニアバンドによる演奏
　小さな祝典音楽／バレエ音楽「白鳥の湖」より終
曲／スワニー河（ピアノ：平井李枝）
◆第３部　お祝いのハーモニー（児童による合唱）
　気球に乗ってどこまでも／あすという日が／杉並
第一小学校　校歌／翼をください

参考資料　杉並区立杉並第一小学校「杉友」平成27
年度・2号通算第185号平成27年12月15日発行

平成28年 3月29日 受理

写真１　ベートーヴェンの顔をじっくり観察

写真２　創立140周年記念児童集会・音楽会の様子
（ケーブルテレビ放送より）

写真３　ジュニアバンドとの共演


